



































Tatsuo Ogose in Deutschland
Naoki KAMIMURA
熊本学園大学論集『総合科学』 令和元年（2019 年）12 月 25 日
ドイツ留学時代の尾越辰雄











年（1868）4 月 14 日を以て宇土に生まれた。同 18 年（1885）4 月先代可俊の養子となり同























　さて、学級の編成であるが、半カ年一級、10 級 5 カ年の普通科に、普通科第四年級卒業






















（1893）5 月 12 日～ 38 年（1905）11 月 24 年であった。





















― 70 ―（70） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 25 巻　第 1号（通巻 47 号）
　さらにドイツは普通教育の普及の面でも進んでいるという。
　このように述べる尾越であるから、彼がドイツを留学先に選ぶのは当然であったろう。実



















































せ い こ う き
行記」と題する記行文を寄稿した。熊本




（明治 31 年｛1898｝5 月 10 日九州日日新聞）
　明治 31 年 5 月 10 日付同紙にその第一回分が掲載されている。内容は熊本出発から香港到






― 72 ―（72） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 25 巻　第 1号（通巻 47 号）
の別意を致し、博多まで同車した。同氏よりトルコ帽を贈られた。門司に着くや直ちに上田
茂次郎 7）と会い、一緒に日本郵船株式会社の支店に行き、下等切符を購入した。その日は石

































　5 月 4 日午前 8 時英領シンガポール港着。その規模の広大で、市街地の大なる長さにおい
ても幅においても実に一大良港と称するに足る。この港の英人の施設は有形無形とも大いに












　5 月 16 日午前 7 時コロンボ着。当地は英人が夙に金力と知力とを尽くして経営したした
所で約二千間の堅牢な突堤があり、インド洋の激浪を防ぐ様は実に壮観だ。百余艘の商船は
行儀良く停泊している。5 月 24 日午前 8 時左舷にソコトラ島を望む。同 26 日午前 11 時 27、
８年役の頃我が帝国軍艦龍田号が差し押さえられたアデン海峡を過ぎる。同 29 日午前８時
右舷の方に海中燈台を見る。スエズまで 353 哩とて船客大いに勇む。同 30 日午前 9 時スエ
ズ着。2 時間ばかり停泊で直ちに抜錨。同 31 日午前 9 時スエズ運河の終極点なるポートサイ
ドに着し、石炭を搭載すること約５時間、いよいよ仏国マルセーユに向かう。途中、クレタ










　これにより尾越は 6 月 10 日に無事ベルリンに到着したことが分かる。これ以後は「西行
記」に代わって「独逸通信」を同紙に寄稿することなる。その最初のものが 8 月 18 日の同








91 万 7 千 7 百万で東京の人口の 2 倍にも満たないのに、ベルン、チュウリッヒ、バーゼル、
（7）
（73）― 73 ―
― 74 ―（74） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 25 巻　第 1号（通巻 47 号）











































　 Herr Okoshi, Rechtsanwalt und angesehner Mitarbeiter der >Kiushu -Mainichi-Shimbun <
　 in Kumamoto ist am 19. Juni 1898 in Halle a.S. eingetroffen, um sich in der Rechts- 
wissenschaft  fortzubilden.














本人 Die Japaner in Deutschland 独逸在」によると次の通りである。
　　Rechtanwalt T.Okose, Försterstr. 5.  （弁護士・尾越辰雄　フェルスター街 5 番地）
　筆者の調査によると尾越がハレ大学を退学したのは 1900 年（明治 33）3 月 10 日であった。
ハレ大学では次の講義を聴講した。




　　　　　　　　　　リスト教授  Prof. Dr. Liszt
　　Völkerrecht（国際法）
　　　　　　　　　　リスト教授  Prof. Dr. Liszt
（9）
（75）― 75 ―
― 76 ―（76） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 25 巻　第 1号（通巻 47 号）
　　Internationales Privatrecht（国際私法）
　　　　　　　　　　リスト教授  Prof. Dr. Liszt
　　Sozialgesetzgebung des deutschen Reichs（ドイツ国の社会立法）
　　　　　　　　　　レーニング教授   Prof. Loening
　　Civilprozeßrecht（民事訴訟法）
　　　　　　　　　　シュタイン教授   Prof. Dr. Stein
　　Anfängerübung im Civilprozeß  （民事訴訟人門者演習）
　　　　　　　　　　シュタイン教授   Prof. Dr. Stein
　　Strafprozeßrecht（刑事訴訟法）
　　　　　　　　　　シュタイン教授   Prof. Dr. Stein
　　Ausgewählte Quellen zum CivilProzeßrecht（民事訴訟資料選集）
　　　　　　　　　　シュタイン教授   Prof. Dr. Stein
　　Strafrecht=Praktikum  mit schriftlichen Arbeiten（刑法・論文実習）
　　　　　　　　　　ローゼンフェルト博士（Dr. Rosenfeld）















　　Englische  Sprache für Anfänger（英語初歩）
　　　　　　　　　　ジスチースウェイト博士  Dr. Thistiethwaite









　　Die Rechts=Staatstheorie der Gegenwart（現代の法及び国家論）
　　　　　　　　　　シュタムラー　Stammler
　　Ausgewählte Kapitel aus dem Pandektenrecht（ローマ法典学説選集）
　　　　　　　　　　エンデマン教授　Prof. Dr. Endemann
　　Die soziale Frage der Gegenwart（現代の社会問題）
　　　　　　　　　　コンラート教授　Prof. Dr. Conrad



































正教授。のち 1904 年から 24 年までハイデルベルク大学教授。彼の三巻から成る民法教科書
（Lehrbuch des Bürgerlichen Rechts, 1903）はドイツ法学史に大きな影響を与えた。
　Stammler, Rudolf（1856－1938）: ドイツの法哲学者。ギーセン及びライプツィヒ大学で法
律学を学び、1880 年ローマ法の大学教授資格取得。85 年ハレ大学教授。1916－23 年ベルリ
ン大学教授。法哲学におけるマールブルク学派の新カント主義の代表者。
　Heck, Philipp Nicolai（1858－1943）: 法学者。ライプツィヒ、ハイデルベルク、ベルリン
各大学で法律学を学び、1889 年に大学教授資格取得。ベルリン大学私講師。その後グライ
フスワルト、ハレ大学の教授を経て、1901 年ドイツ法、商法、手形法、民法の講座の担当
教授としてチュウビンゲン大学に招聘された。主著『債権法概要』（Grundriß des Schuldrecht, 
1929）,『物権法概要』（Grundriß des Sachenrechts, 1930）。










　Rosenfeld, Ernst Heinrich（1869－1952）: ドイツの法学者。マールブルク大学で法律学を
学ぶ｡ 1896 年ハレ大学で大学教授資格取得。1900 年以降長くミュンスター大学で刑法、民
法、訴訟法。教会法を担当した。
　以上は主に岩波西洋人名辞典（増補版）及び Deutsche Biographische Enzyklopädie, 10Bde.
（Hrsg.v.Walther Killy）によった。
　このハレ留学時代に尾越は久し振りに九州日日に 8 回に亘り「欧州雑信」を寄せた。（明

































　　 Übungen an dem bürgerlichen Rechte mit schriftlichen Arbeiten für Fortgeschrittene 
（Erich Danz） 
　　ドイツ私法綱要 Grundzüge des deutschen Privatrechts（Eduard Rosenthal）
　　家族及び相続法 Familien- und  Erbrecht（Alfred Schulze）
　1900 年から 1901 年に至る冬学期
　　民事訴訟法 Zivilprozeßrecht（Richard Loening）
　　国際法 Völkerrecht（Eduard Rosental）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Quelle :  Bestand G, I, Nr. 390-384
（13）
（79）― 79 ―





だ後、1878 年に卒業し、1880 年に大学教授の資格を得た。83 年イェーナ大学の公法と法
制史の員外教授、96 年に正教授になった。主な著作に『ドイツ都市法史のための諸寄与』
（Beiträge zur deutschen Stadtrechtgeschichte,1883）『エルンスト・エッベと彼の国家及び法解














文（Inauguraldissertation）として Beiträge  zur 




















　　§2．Rechtlicher Charakter der Klage, Prozessgegenstand
　　§3．Parteien und Gericht
　　　　 Verfahren
　　§4. Ⅰ. Im Allgemeinen.
　　　　 Ⅱ. Hinderungsgründe.
　　§5．A. Nichtrechtskräftiges Urteil.
　　　　 B. Nichtanzuerkennendes Urteil.
　　§6．1 . Unzuständigkeit ausländischer Gerichte.
　　§7．2 . Nichteinlassung des unterlegenen deutschen Beklagten.
　　§8．3 . Gewisse Abweichungen vom  deutschen Gesetzen zum Nacht ー
　　　　　   teil deutscher Partei. 
　　§9．4 . Vorstoss  gegen  die guten Sitten oder gegen den Zweck eines
　　　　　   deutschen Gesetzes.
　　§10．  5 . Nichtverbürgung der Reciprocität.
　　§11．  C . Anwendung des Retorsionsrechts.
　　§12．  Zwangsvollstreckung.




　　§2． 訴えの法的性質、訴訟の対象（Rechtlicher Charakter der Klage, Prozessgegenstand）
　　§3．当事者と裁判（Parteien und Gericht）
　　　　  訴訟手続（Verfahren）
　　§4. Ⅰ. 総論（Im Allgemeinen）
　　　　 Ⅱ. 阻害事由（ Hinderungsgründe）
　　§5．A. 確定判決でないこと（Nichtrechtskräftiges Urteil）
　　　　 B . 承認されてはならない判決（Nichtanzuerkennendes Urteil）
　　§6．1 . 外国裁判所の管轄権がないこと（Unzuständigkeit ausländischer Gerichte）
　　§7．2 . 敗訴ドイツ人被告が応訴しないこと（Nichteinlassung des unterlegenen deutschen 
Beklagten）
　　§8．3.  ドイツ人当事者に不利にドイツ法違がある逸脱すること（Gewisse Abweichungen 
vom deutschen Gesetzen zum Nachteil deutscher Partei ）
（15）
（81）― 81 ―
― 82 ―（82） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 25 巻　第 1号（通巻 47 号）
　　§9．4.  善良の風俗又はドイツ法律の目的に反すること（Vorstoss gegen die guten Sitten 
oder gegen den Zweck eines deutschen Gesetzes）
　　§10． 5. 相互の保証がないこと（Nichtverbürgung der Reciprocität）
　　§10．Ｃ　報復権の適用 （Anwendung  des Retorsionsrechts ）
　　§12．強制執行（Zwangsvollstreckung）











　そして雑誌『東亜』（Ost-Asien）40 号（1901 年 6 月発行）の「雑報」（Vermischtes）欄
は次のように報じた。
　Dr. Tastuo Ogose, der bekannte Rechtsanwalt und Redakuteur der 《Kiushu-Nichi-Nichi-
Shimbun》 in Kumamoto, welcher seit drei Jahren in Deutschland weiterstudiert, hat in 
Leipzig den Doktortitel erworben. Er wird sich noch zwei Monate in Berlin aufhalten und 
im September nach Japan abreisen.Wir hoffen,  dass er seine in Deutschland erlangten 
Kentnisse sowohl im Rechtsanwaltsstande als auch bei der genannten Zeitung in 










　帰国後、明治 34 年（1901）11 月 2 日午後 4 時から熊
本市の一日亭支店において、尾越のために山田珠一ほか
帰朝歓迎会の広告




































































　そして、元来国権党＝同志会＝の強い熊本県では、第 12 回（大正 4 年 3 月 25 日）の総選
挙で同志会 6 名が当選し、尾越もその一人だった。15）だが次の第 13 回（大正 6 年４月 20 日）
の総選挙では落選したらしく、当選者欄には彼の名前はない。16）だが、大正 8 年（1919）の
補欠選挙で再選された。17）






























1）人事興信所編『人事興信録第 5 版』人事興信所､ 1918 年。
2）『日本弁護士総覧』（『日本法曹界人物事典』第 8 巻所収）29 頁。
3） 中村健一郎（1869－1940）ドイツ学者。三重県出身。明治 25 年独逸学協会学校専修科
卒。明治 34 年文部省留学生としてドイツ留学、ベルリン、グライフスヴァルト、ハレ各
大学に学んだ。彦根高商校長、東京商大学講師歴任。
4）『独逸学協会学校五十年史』（昭和 8 年）23－25 頁。
5）『議会制度百年史・衆議院議員名鑑』 （平成 2 年） 117 頁。
（19）
（85）― 85 ―
― 86 ―（86） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 25 巻　第 1号（通巻 47 号）
6） 『錦渓』は「錦渓書院」（熊本市坪井九州学院文学部内）から発行された文学・思想・歴
史等を中心とした月刊評論雑誌。第 1 集（明治 26 年１月）～ 30 集（同 29 年 11 月）が
出た。熊本県立図書館蔵。
7） 上田茂次郎（1870－1945）ドイツ語学者。熊本生まれ。明治 28 年独逸学協会学校専修科
卒。私立熊本医学専門学校教授、熊本薬学專門学校教授を歴任。
8） 松浦有志太郎（1865－1937）皮膚科医。熊本県宇城市生まれ。東京本郷台町の独逸学校







10） 「松浦医学士の書信」（明治 33 年 11 月 28 日九州日日新聞）。木原岩太郎（1867－
1900）：明治 27 年帝国大学医学部卒業。同 31 年 12 月伝染性皮膚病研究のため大学院に
入り、33 年 6 月 12 日耳鼻咽喉科研究のため満 3 年のドイツ留学を命じられたが 10 月７
日ベルリンで客死。（明治過去帳）
11） 「故医学士木原岩太郎君記念義捐金報告」（『東亜』Ost-Asien  No,.35）Februar 1901. 
S.506-508。




15）『宇土中学・高校七十周年記念誌』平成 3 年、57 頁。
16）同上。
17）衆議院・参議院編『議会制度七十年史衆議院名鑑』大蔵省印刷局、1962 年。
「付記」：法律・訴訟用語については吉原丈司氏（警察史）の御教示を頂いた。記して感謝申
し上げる。
（20）
